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画し計 6分画における画質を半定量化し Image Quality Score(IQS)として 3段階に定量化した。さらに
その平均値をmean IQSとして拡張末期と拡張終期において算出した。 
(結果) 
 3D-STE 法による測定の検者内・検者間変動は 10％未満であった。CMRI と比較して 3D-STE は左
室容積を過小評価する傾向があったが統計的に有意でなかった(EDV: bias= -18±37ml; ESV: bias= 
-10±34ml)。また 3D-STE法による計測値は CMRIの計測値とよく一致した(EDV: R = 0.86, ESV: R = 
0.84, EF: R = 0.74, p < 0.001)。部位別には側壁・前壁・二腔像心尖部において描出が不鮮明でMean IQS
は低値であった。Mean IQSによって群別すると画質不良群に比して画質良好群は相関がより良好で計
測のバイアスも小さく、95%信頼区間も狭い範囲に分布した。3D-STE法と CMRIの EDVおよび ESV
























平成 27 年 1 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
 -３
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
